
　令和２年９月25日に田川市民会館で、第10回
田川市中学校生徒会サミットを開催しました。
　今回は、第９回で協議した「あいさつの充実」
をテーマに、各学校で取り組んだ内容や成果・課
題について意見を交わしました。また、立ち止ま
りあいさつを推進している東鷹高校の生徒会のみ

なさんがアドバイザーとして参加。
　各学校、コロナ禍の中で、思い描いたような活
動ができなかったようですが、それでも、人数制
限をしてあいさつ運動をしたり、立ち止まりあい
さつの動画を作って全校生徒に紹介したりするな
ど、各学校の工夫したあいさつ運動が報告されま
した。多くの学校から「立ち止まりあいさつがな
かなか広まらない」という課題を受け、東鷹高校
の生徒会から「まずは３年生から確実に広めてい
ってはどうか」と自校の実践をもとにした助言を
いただきました。
　生徒の振り返りでは「先輩方が貴重なアドバイ
スをたくさんしてくれたので、
アドバイスをもとに活動し
ていこうと思う」「これから
他の学校に負けない
ようにあいさつ運動
をがんばろうと思っ
た」 などの声があが
りました。

　令和３年１月に、市内小・中学校の全児童生徒
数分のタブレットパソコン（3,933台※予備台数
を含む）が導入されました。これは、国の補助金
などを活用して購入したものです。
　タブレットパソコンが導入されることで、デジ
タル教材を使って自分のペースでドリル学習をし
たり、教室でインターネットを使って主体的に学
習を進めたり、メール機能を使って仲間と考えや
意見を伝え合ったり、毎日タイピングの練習をし
たりするなど、これまで実現できなかった新たな
学びが可能となります。
　今後も、保護者や市民のみなさんのご理解とご
協力のもと、情報化社会をたくましく生き抜く力
を身に付けた子どもたちを育成する教育活動を積
極的に進めていきます。
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第10回  田川市中学校生徒会 開催

一人１台のタブレットパソコンで
広がる「新しい学び」
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▲東鷹高校の生徒会からアドバイスをもらう生徒たち

いとう   りく

　令和２年11月13日に田川青少年文化ホールで
少年の主張田川市大会を開催しました。
　この大会は、中学生に物事を考える力や広い視
野を養ってもらう目的で行われ、今年で34回目
の開催となりました。
　今回は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点から検温や消毒など感染予防を徹底するとと
もに参加者の規模を縮小し、関係者のみによる大

会となりました。
　猪位金学園放送部の進行のもと、市内の各中
学校から選ばれた代表者８人それぞれが自らの感
動や悲しみなどの経験をもとに、自ら考え、今後
の人生に生かしていく思いなどを自分の言葉で発
表しました。また、弓削田中学校の二場絢音さん
と猪位金学園の伊藤陸さんが優秀賞を受賞し、２
月開催予定の田川地区大会に出場します。

　市内小学校４年生が総合学習の一環として、ブ
ラインドサッカーを体験しました。運動を通して
「見えない」を体験することで、恐怖心や生活にお
ける弊害について学びました。
　今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影
響もあり、実施できない学校もありましたが、九

州ブラインドサッカー協会の協力のもと市内６校
で実施することができました。目が見えない中で
のコミュニケーションの取り方やスポーツを通し
て、目の不自由な人の感覚を理解する貴重な体験
となりました。

「少年の主張」 田川市大会

▲市内中学校８校の代表者と猪位金学園放送部員

▲ボールもけってみたよ！ ▲声や音を頼りに歩いてみました！

ブラインドサッカーを体験 !

第34回
サ ミ ッ ト

▲文房具の一つとして、どんどん活用していきます！

ふたば　あやね
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